
継目計の設置例

継目計設置例

通廊型枠設置時にあらかじめ成型した型枠をセットして

通廊内部に縫目計瑣付位置を蘊保する。

通廊内の箱抜琶型枠を脱型しする。

継目酎と対面の当て振との長さを調整する。

この際、 縫目計の指示値を0付近1こなるように調整して

おく。

長さを調整した縫目奮tと当て板を設置面に置き、 コンク

リ ー トアンカを打つ位置を確定する。 このとき継目計の

軸が、 通朦軸方向蒙たは通廊の軸と垂直方向に一致して

いることを確認する。

鑓目計側のコンクリ ー トアンカを打ち、 鑓目計を設置す

る。

当て板を設置位置に合わせ、 再麿纏目計のストロ ー クを

確認する。 もしそれが十分でない場合には当て板の位置

を調整する。

鑓目計をいったん外した後、 当て板側のコンクリ ー トア

ンカを打つ。

縫目計と当て板を設置し、 コンクリ ー トアンカ1こしっか

りと固定する。

計器ケ ー ブルは、 通塵内を配緯し、 測定器に接続する。
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